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JENESYS2025 ASEAN 同窓生のオンライン訪日プログラムの記録 
（テーマ：日本文化・能） 

 

１．プログラム概要 
【目的・概要】 
過去に JENESYS 事業に参加した ASEAN 地域の同窓生を対象に、日本の代表的な伝統芸能「能」をテ

ーマとしたオンラインプログラムを実施しました。ミニレクチャーや実演、ワークショップを通じて「能」

を体験し、後半では参加者間交流として、複数のグループで文化体験の感想や訪日での経験などを共有

しました。プログラムを通じて親日・知日度を高め、同窓生同士の継続的な交流と連携を促進しました。 
 
【参加者】ASEAN 諸国の同窓生 合計 42 名 
（内訳）インドネシア 3 名、カンボジア 1 名、シンガポール 2 名、タイ 1 名、東ティモール 6 名、 
フィリピン 13 名、ブルネイ 3 名、ベトナム 2 名、マレーシア 6 名、ミャンマー 5 名 
 
【日程】 

 オンライン訪日プログラム：2026 年 2 月 12 日（木曜日） 
1. 開会 
2. 【日本文化体験】「能」 

講師：喜多流能楽師 塩津 圭介 氏 
3. 質疑応答 
4. 記念撮影 
5. 【参加者間交流】グループディスカッション 

テーマ：① 日本文化体験“能”の感想や気づきの共有 
② 日本文化の体験や興味のある日本文化の共有 

6. 【同窓生発表】 
7. 閉会 
 

２．記録写真 
オンライン訪日プログラム 

 

 

【開会】 【日本文化体験】能（ミニレクチャー） 
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【日本文化体験】能 
（ワークショップ：泣いている型） 

【日本文化体験】能（クイズ） 

  

【質疑応答】 【記念撮影】 

  

【参加者間交流】グループディスカッション 【同窓生発表】 
 
３．参加者から寄せられた質問・関心事項（抜粋） 

 【文化体験】能について 

 「能」と「歌舞伎」の違いは何ですか。どういう点で異なりますか。 

 今舞っている能は、昔からある舞い方でしょうか。当時と同じなのでしょうか。 

 若い方への継承は難しいですか。 

 能の舞がとてもゆっくりである印象を受けましたが、それには何か意味があるのでしょうか。 

 
４．参加者の感想（抜粋） 

 マレーシア 大学生  
講師の方からたくさんの気づきを得ました。現在、日本文化についての情報を得ることは難しくは

ありませんが、日本に住んでいる専門の方からの講義を受けることで、より実践的な知識を得るこ

とができました。ディスカッション部分は日本文化理解だけでなく、他の国々からの参加者の意見

も興味深かったです。 
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 ブルネイ 大学生 
「能」について、これまで聞いたことがなかったので、今回の内容は、私にとって非常に貴重な学び

となりました。最も古い主要な舞台演劇が現代にあることを楽しく、そして興味深く視聴しました。

また、能文化を広げていこうとする講師の方の熱意と努力も伝わってきました。 
 ミャンマー 高校生 

能にある情感について深い理解を得ることができました。とてもスリリングで情景の広大さを感じ

ました。更に能の演目を通じて、日本文化と歴史についても同時に学ぶことができました。今回の体

験により、日本への関心が大きく高まり、日本文化について更に学びたいと思うようになりました。 
 

５．受入れ側の感想（抜粋） 
 講師 

ASEAN の方々の日本文化への興味関心が伺えてこちらもありがたかったです。 
また日本でお目にかかれるとうれしいです 

 
６．参加者の対外発信（抜粋）、報道記事等 

 

2026 年 2 月 12 日（Instagram） 
フィリピン 大学生 
今日は、喜多流能楽師の塩津圭介さんと囃子方に

よる「屋島の戦い」という舞台の短い一部分を鑑

賞しました。鑑賞の前に、舞台や演者の役割につ

いての紹介もありました。能は、日本最古の主要

な舞台芸術であり、ユネスコの無形文化遺産とし

て認められています。能の演目は、神々や亡くな

った武士の霊などの、精神的なテーマを扱うこと

が多くあります。もともとは貴族階級のために演

じられていました。それに対して、歌舞伎は庶民

のために発展してきました。もし演者が仮面をつ

けていれば、それは能です。能の公演はゆっくり

とした動きで、非常に様式化されています。動き

は最小限で象徴的で、例えば演者がゆっくりと舞

台を回ることで、遠くへ旅することを表現したり

しています。舞台がシンプルなため、微妙な動き

で感情や情景を表現するには高い技術が必要で

す。時とともに、観客やその認識は変わってきま

したが、能の公演自体は 600 年前と全く同じ姿を

保っています。この伝統芸能を維持することは大

変ですが、SNS やワークショップ、教育活動など

さまざまな努力がなされています。 
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2026 年 2 月 12 日（Facebook） 
マレーシア 大学生 
今日私は日本最古で最も優雅な伝統芸能の一つで

ある能について学ぶ機会がありました。650 年以

上の歴史を持つ能は、演技、舞踊、地謡に加え、楽

器の生演奏が一体となった日本の伝統的な音楽劇

です。特にユニークなのは、仮面の使用で、それが

神秘的で深みある象徴的な雰囲気を感じます。主

役の演者であるシテは、しばしば幽霊や精霊、神

などの役を演じ、一方で脇役のワキは、生身の人

間のキャラクターを描きます。とても興味深いこ

とに、これらの役は家系で受け継がれることが多

く、シテの家に生まれた人はシテの役を、ワキの

家に生まれた人はワキの役を演じます。能の舞台

は、能楽堂と呼ばれる専用の開放的な木製舞台で

行われます。伝統的な舞台はすべてヒノキで作ら

れ、松の絵が描かれた背景や、橋掛りと呼ばれる

橋のような歩道もあります。各柱には名前があり、

仮面によって視界が制限される演者を導く役割も

果たします。これは非常に繊細で、高い規律を要

する芸術で、仮面をつけるときも、耳の紐の位置

だけに触れるという厳格な作法があります。もし

能を観たことがなければ、少し後に登場した歌舞

伎の方が馴染みがあるかもしれません。歌舞伎は

能とよく比較されますが、能が仮面を使うのに対

し、歌舞伎はその大胆で重厚なメイクで知られて

います。 
マレーシア人として、能が私の国の伝統芸能とも

共通点を持つことが興味深いと感じました。全く

同じではありませんが、どれも演技、音楽、舞踊、

歌を通して物語を伝えるという点で共通していま

す。日本の文化を学びながら、自分のルーツに結

びつけられたことで、このセッションはさらに意

義深いものになりました。 
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2026 年 2 月 12 日(Instagram) 
インドネシア 社会人 
JENESYS 同窓会プログラムを通じて、興味深い

能の講義と公演を鑑賞してきました。能には 650
年の歴史があり、一般大衆に広まった歌舞伎とは

異なり、貴族階級のための儀式として始まったこ

とを知りました。舞台上のゆっくりとした丁寧な

動きは、ただの演出ではなく、非常にシンプルな

構造をしている舞台の上で、長距離を歩く様子や

時間の経過を表現するための熟練の技法であると

いうことを知り、驚きました。この日本文化への

深い探求をしてくださった塩津圭介氏に心から感

謝します。 

 

７．同窓生発表 

ディスカッションテーマ： 
① 日本文化体験“能”の感想や気づきの共有、② 日本文化の体験や興味のある日本文化の共有 

発表者（フィリピン） 

テーマ①では、「能」は日本の伝統文化の好例だと感じました。 
今回このプログラムに参加して、「能」に限らず、他の伝統文化にも続けて接していきたいと思いまし

た。 
テーマ②では、JENESYS で来日した際、岐阜県で体験した茶道体験の話をしました。濃茶の苦さが衝

撃的だったのが印象に残っています。又、福井県で日本酒の酒造り体験ができたことが、貴重な体験だ

ったと覚えています。  

発表者（タイ） 

テーマ①については、私は「能」を初めて見ました。能は舞踊のみの伝統文化だと思っていたので、音

楽が伴っているのを見て驚きました。公演を大変興味深く鑑賞しました。 
テーマ②について、私が初めての日本文化へ触れたのは、マンガやアニメ『ドラえもん』からでした。

大学での副専攻が日本語でしたが、あまり上手には話せません。2001 年に初めて東京・宮崎を訪問し

ました。その際、日本とタイには文化的共通点があると思いました。 

 

実施団体：一般財団法人日本国際協力センター（JICE） 


